
第 27 回芥川トコロジスト調査隊報告（1 月 14 日） 

 

日時：令和 6 年 1 月 14 日（日）10 時～12 時 

場所：あくあぴあ周辺（ごろっぱ広場→裏山の竹林→あくあぴあ） 

参加：18 名 

講師：あくあぴあ芥川小柿事務局長、高田主任学芸員（観察後館内にて参加） 

観察：植物 23 種、昆虫 1 種 

野草：モミジバフウ、ハリエンジュ（ニセアカシア）、クロガネモチ、ナナミノキ、シャリンバイ、テイ

カカズラ、アベマキ、アケビ、シュロ、マンリョウ、イノモトソウ、ジャノヒゲ、ヒサカキ、サカキ、ア

ラカシ、マダケ、カナメモチ、ソヨゴ、カクレミノ、ヒイラギナンテン、ヒイラギ、フユイチゴ、アオキ 

昆虫：カメムシ 

※ 次回、4 月 14 日、春野草を食す 

 

今回は、あくあぴあ前の池が凍るほどの寒さの中、ごろっぱ広場からあくあぴあ北側の竹林の中を歩い

た。この時期、花は少ないが赤青の果実や常緑樹の葉っぱを使った遊びなど楽しんだ。 

 

１階池が凍ってる（左）、観察会終了後に子どもたちが氷を突き割っている（中） 

ごろっぱ広場のモミジバフウ（右）、枯れたトゲトゲの実とモミジを大きくした葉が特徴的。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葉っぱを使った遊び 

ヒイラギ（左、中）葉がしっかりしていて上下を軽く持ってふ〜するとくるくる回り風車のよう 

アラカシの葉（右）ゴジラの背中！！笑 アラカシの葉を上手に割くとこんな感じ。見えますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャノヒゲ（左、中）たかつき DYAS1 月の芥川コラムにも書いたサファイア色の果実が美しい 

フユイチゴ（右）赤い実は美味。 

 

 

 

 

 

 

 

 



赤い実シリーズ 

クロガネモチ（左）果実が密につく。葉縁が全縁（ギザギザがない） 

カナメモチ（中）果実がややまばら。葉縁が細かい鋸歯縁（ギザギザ） 

ソヨゴ（右）果実に長い柄がありまばら。葉縁が全縁。中心の葉脈（主脈）が明るく目立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マンリョウ（左、小さく果実が葉からぶら下がる）、ナンテン（中）、アオキ（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シュロ（左）、高槻では多く見られる。昔は葉の部分を使ってハエ叩きにしたり耐水性があるので縄など

漁具に使われた。 

イノモトソウ（シダ、中）葉茎に翼がある。オオバイノモトソウは翼がない。 

トラノオシダ（右）栄養葉と胞子葉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あくあぴあ裏の竹林は「竹輪の会」さんが、あくあぴあの部活で毎月手入れをしてくれていて歩けるよう

になっている。冬になると落ち葉でふさふさ。日差しが入ると暖かい。 

（葉裏の白いのはアベマキ。クヌギの葉と似ている。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


